
医師会会員情報管理システム「MAMIS(マミス)」 

「MAMIS：Medical Association Member Information System」  

 

１．医師会の階層構造による会員管理  

全国の医師会は独立した法人組織ですが、日本医師会への入会は、郡市区等医師会および

都道府県 医師会（以下、「各医師会」という）への入会を経て行う流れとなっています。現

状、入会を希望する医師は各医師会独自の入会等用紙と、日本医師会が配布する 4 枚複写

式の入会届・異動届・退会届（以下、「届出書」という）に必要事項を直筆で記入し、申請

を行っています。届出書を受理した郡市区等医師会（政令指定都市など一部の医師会はさら

に地区医師会経由）は、手続き処理を実施後、自組織宛の届出書の該当ページを保管し、残

りの届出書を都道府県医師会へ回付しています。それを受けた都道府県医師会でも同様に

手続き処理を実施し、日本医師会へ回付する流れとなっています(令和 5 年度に日本医師会

が受理した届出書総数 40,319 件)。つまり全国の医師会で年間 12 万件以上の処理が発生

しており、そのほとんどは二重、三重の重複した処理と考えられています。各医師会にはこ

の他、医師の生涯教育・認定産業医や健康スポーツ医、かかりつけ医制度等の認定業務を執

り行う作業も加わるため、その業務負荷は大きい状況にあります。 

  

2. 医師会会員情報管理システム 

「MAMIS：Medical Association Member Information System」 

日本医師会において新たな医師会会員情報管理システム「MAMIS：Medical Association 

Member Information System」（以下、「MAMIS」という） が構築されつつあります。MAMIS 

は、日本医師会会員の他、全国約 950 の医師会会員が管理対象とされています。MAMIS 

上では、医師会三層構造（一部四層構造）が忠実に再現され、従来の紙で行っている手続き

と同等に、会員管理業務を行える仕組みが構築されていきます。併せて、日本医師会が行う

研修サービス に参加する非会員の医師も対象とする予定とされているようです。今後、

MAMIS を通じ、会員の手続き負担軽減と全国医師会事務局業務 DX の実現が目指されて

います。各地区医師会事務局における実務作業として、既に入会されている会員情報（大阪

府医師会、地区医師会）を日医マミス基礎データ登録・確認することが必要となっています。 

 

３．MAMIS の可能性  

MAMIS は、全国医師会への入退会等届出や変更届出を提出する全ての医師を利用対象

と定め、その一人ひとりに自身のポータルサイトである My ページが設けられるとのこと

です。各種手続きは、My ページからオンラインで入力・申請し、医師会事務局もオンライ

ン上の管理画面で処理を行うこととなります。 MAMIS 運用により従来の日医の複写式用

紙は廃止され、郵送等による各医師会の届出書回付作業も不要となるようです。届出書処理

に伴う確認作業、入力作業、送付作業等、会員管理に係る作業の最小化が可能とされていま



す。 医師氏名、医籍登録番号、住所、連絡先などの個人情報を、各医師が加入する医師会

間で一意の情報として統一管理することで、登録情報の揺れをなくし、データ精度を高めつ

つ、適切な権限管理のもと、全国の医師会が会務運営に利活用できるようになるとのことで

す。 そのためには、全国の医師会および日本医師会内の各業務システムが求める最新の会

員情報連携を実現する必要も出て参ります。また MAMIS では段階的な機能拡張が予定さ

れております。医師の生涯学習制度、認定産業医、認定健康スポーツ医、かかりつけ医機能

研修等各種認定制度などで求められるカリキュラムに則った研修会について、医師会事務

局における開催・出欠等受講管理や単位シールのデジタル化などの機能追加が挙げられて

います。My ページ上から研修会参加申込や単位確認、各種認定制度の新規または更新申請

手続き、認定証・修了証等の発行を可能にすることで、多忙な医師の手続き負担の軽減が計

画されています。 また災害等発生時において、被災地を含め全国の医師会や会員が適切に

会員情報を参照できることは、被災時の会員施設、住所地を確認し、安否確認 支援を行う

等、事務局業務における災害対策の一助 にもなりうる可能性をもつようです。日本医師会

非会員の情報も管理対象になることを念頭に、将来的には JMAT 活 動等における利活用を

検討する余地もあると考えられています。なお MAMIS で利用するデータ項目等の仕様や

開発の状況等については、新会員情報システム構築プロジェクト情報共有サイト 

https://member-sys.info/ にて随時公開されていますのでご参照ください。  

 


